
最近のアル ミ建材の塗装について

(神東塗料㈱)○ 河合正幸 住友靖夫

アル ミサッシを中心 としたアル ミ建材の塗装はED,TFSが 大半を占め,又 樹脂的には,ア ク

リルーメラ ミン系が主流となっているが,今 後の需要の多様化,高 級指向化に応える新しい考え方

の塗装一塗料の一部を報告する。

塗膜ニーズにっいては,現 在,塗 料,塗 膜 として新 しく要求 されてきているニーズは,① 塗膜の

耐久性化,② 塗膜の高級感化,③ 低エネルギーでの形成可能な塗料の3つ に分けられる。

これら3要 素を兼ね備えたものでなくても,1つ,1つ を特長 としたものがそれぞれのニーズに

よって使い分けられるものであり,個 性化が必要 とされている。 これをアル ミ建材用 として,具 体

的ニーズで考えると,① 耐候性向上,高 硬度化,② 光沢感及び多色化,③ 低温硬化 となり,併 せて

最近の塗料技術について報告する。

BFrを 含む廃液の処理法

(森田化学工業㈱)○ 持田好晴 立野稔夫 佐藤 仁

ホウフッ化物浴によるメッキは,高 電流密度で高能率に厚付けが可能であり,錫,鉛,亜 鉛,銅

などで実用化されているが,廃 液に含まれているBF;イ オンの処理が困難で,通 常の水酸化カルシ

ウムを添加する方法では,フ ッ素をCaF2と して固定し除去す ることができず,大 量の水で希釈し

て放流されていた。演者らは,BF;イ オンが水酸化アル ミニウムによって,容 易にBol一 イオンと

水酸化カルシウムで処理が可能なAlFl一 イオンに変換 されることをみいだし,極 めて経済的な廃液

処理の方法を確立した。

その結果,BFτ イオンを含むメッキ廃液は,F旨 オンや他の含フッ素錯イオンと異なって,水 酸

化カルシウムでフッ素をCaF2と して固定することは困難であるが,一 旦水酸化アル ミニウムで処

理 し,ヘ キサフルオロアル ミン酸にすることによって,水 酸化カルシウムで容易にフッ素の排出基

準である15餌 以下に固定できることがわかった。

アルミニウム上の亜鉛置換皮膜と亜鉛一ニッケル合金置換皮膜の特性

(奥野製薬工業㈱)○ 西浜幸男

アルミニウム上へのめっき方法は,従 来よ り,亜 鉛置換法,ス ズ置換法等を応用した報告が多 く

見られる。そこで,本 報では,亜 鉛置換法 と亜鉛一ニッケル合金置換法による皮膜の析出状態およ

び密着力について比較検討した。

以上の結果よ り,置 換液の選定は,素 材の種類,電 気めっきまたは無電解めっきの浴種,品 物の
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